
米
子
連
合
分
会
は
、

４
月
２
７
日
に
開
催
さ
れ

た
「
連
合
鳥
取
県
西
部
地

協
」
開
催
の
メ
ー
デ
ー
集

会
に
、
一
般
枠
で
参
加
を

し
て
き
ま
し
た
。

地
域
で
働
く
仲
間
１
０

０
０
人
が
集
ま
り
、
米
子

駅
前
だ
ん
だ
ん
広
場
よ
り
、

デ
モ
行
進
を
行
い
、
「
湊

山
公
園
」
に
て
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
来
賓
が
あ
り
、

湯
原
衆
議
院
議
員
か
ら
は
、

「
働
く
者
の
立
場
に
立
っ

た
政
治
勢
力
の
結
集
」
が

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
食
堂
・
福
祉
団

体
・
施
設
な
ど
へ
寄
付
を

す
る
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」

へ
は
、
お
米
や
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
な
ど
、
今
回
も

多
く
の
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
恒
例
の
「
プ

ラ
カ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
は
、
細
田
地
本
執
行
委

員
が
投
稿
し
た
作
品
が
、

２
年
連
続
と
な
る
「
最
優

秀
賞
」
を
獲
得
し
ま
し
た
。

地
域
の
仲
間
と
の
連
帯

を
感
じ
る
メ
ー
デ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

鳥
取
地
区
分
会
で
は
、

高
教
組
・
ユ
ニ
オ
ン
等
と

と
も
に
、
実
行
委
員
会
形

式
で
の
メ
ー
デ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
組
合
活
動
へ

の
弾
圧
と
闘
う
「
関
西
生

コ
ン
事
件
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

視
聴
、
北
村
分
会
書
記
長

よ
り
「
駅
の
無
人
化
・
み

ど
り
の
窓
口
廃
止
・
列
車

の
減
便
な
ど
進
め
ら
れ
て

い
る
。
職
場
を
守
る
闘
い

で
も
あ
り
、
地
域
の
仲
間

と
連
帯
し
取
り
組
む
」
、

高
教
組
か
ら
は
「
学
科
の

再
編
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

学
習
会
な
ど
と
合
わ
せ
て
、

校
長
交
渉
を
取
り
組
ん
で

い
る
」
な
ど
、
闘
争
報
告

が
あ
り
、
山
田
支
部
委
員

長
の
「
団
結
頑
張
ろ
う
」

で
閉
会
し
て
き
ま
し
た
。

５
月
１
日
、
石
見
労
協

メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
佐
々
木
代
表
に
続

い
て
、
来
賓
と
し
て
国
労

議
員
団
の
小
川
氏
・
植
田

氏
な
ど
議
員
の
皆
さ
ん
か

ら
「
地
方
の
人
口
減
少
と

賃
金
格
差
の
解
消
に
向
け
、

国
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
、

軍
事
費
に
回
す
お
金
な
ど

な
い
」
「
島
根
１
区
の
選

挙
結
果
は
、
自
民
党
政
治

は
も
う
う
ん
ざ
り
と
い
う

怒
り
の
声
で
あ
り
、
政
治

を
変
え
て
い
こ
う
」
な
ど
、

挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

集
会
後
は
、
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
に
併
せ
て
、
２

キ
ロ
に
わ
た
っ
て
デ
モ
行

進
を
行
い
ま
し
た
。
、
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４
月
２
８
日
、
衆
議
院

補
欠
選
挙
が
投
開
票
さ
れ
、

今
回
選
挙
が
実
施
を
さ
れ

た
東
京
１
５
区
・
長
崎
３

区
・
そ
し
て
、
島
根
１
区

全
て
で
立
憲
民
主
党
の
公

認
候
補
が
当
選
と
な
り
ま

し
た
。

米
子
地
方
本
部
が
推
薦

し
た
島
根
１
区
の
亀
井
亜

紀
子
候
補
の
「
開
票
を
見

守
る
会
」
で
は
、
投
票
箱

が
閉
じ
ら
れ
た
午
後
８
時

に
亀
井
候
補
を
含
む
３
名

の
立
憲
民
主
党
公
認
候
補

の
当
選
が
報
じ
ら
れ
、
会

場
は
喚
起
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
「
島
根
を
変
え
る
・

日
本
を
変
え
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
闘
っ
た
選
挙
戦
、

保
守
王
国
と
言
わ
れ
る
こ

こ
島
根
で
自
民
党
の
牙
城

を
切
り
崩
し
た
意
味
は
、

小
さ
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
選
挙
戦
、
長
く

続
く
自
民
党
一
強
政
治
に

対
し
て
、
国
民
民
主
党
・

社
民
党
・
共
産
党
の
野
党

が
様
々
な
形
で
協
力
し
、
、

自
民
党
と
の
一
騎
打
ち
に

持
ち
込
む
こ
と
が
出
来
た

こ
と
も
勝
利
の
大
き
な
要

因
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
勝
利
の
最
大

の
要
因
は
、
自
民
党
の
裏

金
疑
惑
に
見
ら
れ
る
利
権

政
治
が
闊
歩
す
る
一
方
で
、

厳
し
く
な
る
ば
か
り
の
生

活
者
・
勤
労
者
の
暮
ら
し

へ
の
か
つ
て
な
い
怒
り
と

憤
り
の
高
ま
り
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
当
選
後
の
亀

井
候
補
の
挨
拶
で
は
、

「
私
た
ち
の
怒
り
を
岸
田

政
権
に
感
じ
て
も
ら
い
、

一
緒
に
政
治
を
変
え
て
い

く
」
と
選
挙
戦
の
御
礼
と

合
わ
せ
て
、
力
強
い
決
意

表
明
も
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
春
闘
と
同
時
並
行
と

い
う
窮
屈
な
日
程
に
あ
り

な
が
ら
、
精
力
的
に
取
組

ん
で
頂
い
た
組
合
員
・
ご

家
族
の
皆
様
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
挙
げ
ま
す
。

今
後
は
、
私
達
国
労
の

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
「
ロ
ー

カ
ル
線
の
維
持
・
存
続
」

を
は
じ
め
、
制
度
・
政
策

要
求
の
実
現
に
向
け
、
亀

井
候
補
と
連
係
し
、
取
組

む
こ
と
と
し
ま
す
。

こ
の
度
の
補
欠
選
挙
は
、

勝
利
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
が
、
天
王
山
は
「
解

散
・
総
選
挙
」
で
す
。

引
き
つ
づ
き
、
組
合
員

各
位
の
ご
協
力
を
要
請
し

ま
す
。

こくろうよなご
第１８号

つくろう職場に労働運動を！ ひろげよう闘いを 職場に、地域に、全国に！

島
根
を
変
え
る

日
本
が
変
わ
る

今
年
も
各
地
で
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
米

子
地
方
本
部
内
の
各
地
域
で
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
共
闘
の
皆
さ
ん
と
創
意
工
夫
し
た
催
し
が
取
り
組
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

２
年
連
続
の
受
賞
！

校
長
交
渉
取
り
組
む
！

メ
ー
デ
ー
集
会

各
地
で
盛
会
に
！

２年連続受賞のプラカード

４
月
１
２
日
、
奥
出
雲

長
町
を
訪
問
し
、
木
次
線

の
利
用
促
進
の
取
組
み
や

課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

奥
出
雲
町
内
に
は
、
５

つ
の
委
託
駅
が
あ
り
、
Ｐ

Ｏ
Ｓ
に
よ
る
切
符
の
発
券

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
木

次
駅
の
み
ど
り
の
窓
口
が

閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
で
、
指

定
席
な
ど
の
取
り
扱
い
が

出
来
な
く
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
み
ど
り

の
窓
口
の
閉
鎖
が
様
々
な

所
に
表
れ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
梅
雨
時
期
は
大

雨
で
、
夏
は
レ
ー
ル
温
度

の
上
昇
で
、
冬
は
大
雪
に

よ
る
輸
送
障
害
の
頻
度
が

高
く
、
通
学
へ
の
支
障
に

も
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た

話
を
聞
き
な
が
ら
、
や
は

り
木
次
線
は
生
活
路
線
で

あ
り
、
輸
送
障
害
の
要
因

低
減
も
課
題
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の

運
転
が
取
り
や
め
と
な
り
、

現
在
、
天
地
が
乗
り
入
れ

と
な
り
、
利
用
促
進
に
苦

心
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う

お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

路
線
維
持
に
汗
を
か
く
、

自
治
体
の
熱
意
を
じ
か
に

感
じ
な
が
ら
岐
路
に
つ
き

ま
し
た
。

軍
事
費
に
血
税
回
す
な

路
線
維
持
に
苦
心
・
自
治
体
の
熱
意
に
敬
意
を
！


